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供養塔ゼあります板碑(右側高さ2.5m)です.こ　　1-一･ ･ ･ ･Sr
こ(右側の板碑)に光明真言が書いてありますが､
この光明真言の力､大日如来の力によって､納骨し
た人びとが浄土に確実に往生するという､惣供養塔
的な性格が指摘されているものでございます｡この
ような現象をどういうふうに理解するかといいます
と､皆さんは高野山というところ､ご存知だと思う
んですが､高野山に空海､弘法大師が入定したまま
いらっしゃるということで､現世の浄土である霊場
の高野山に納骨をして浄土に往生するという現象
が､全国各地に波及して､霊場が形成されていった
のではないかと考えております｡この青葉山近辺に
は､霊場に立つ板碑が現在も残っています｡澱不動　　　　　東光寺境内の大型板碑の拓本
尊板碑には｢念阿弥陀仏､即念一切仏-｣と､ ｢阿
『仙台市史　特別編5　板碑』 1998年
弥陀仏を念じ､罪を漉しすれば､極楽に往き生まれます｣という意味のことが書いてあります｡
また､東北大学の植物園にある板碑の中には､大日遍照ですから､大日如来さんのお力で､浄土
にいきますよというようなことが恐らく書いてあるということです｡同じように名取の熊野にお
いても霊場が形成されるのですけども､鎌倉時代の段階では､熊野堂を支配した一族の集団墓と
空いうふうに考えられています｡
それで､今まではですべて支配者層の､及びそれに準ずる人たちのお墓や納骨の跡ですけれど
も､全国的な視点でみますと､考古学的には稀なケースですけども､新潟県の浦廻遺跡というと
ころで､ここに書いてありますようにおそらく水辺に遺体を置く､そして水に流すという葬り方
が行なわれており､中世では､このような葬り方がおそらく実際は非常に多かったんではないか
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というふうに現在は考えられてきております｡お子
さんの頭蓋骨が出たりしてるんですけども､ここ
に､南無阿弥陀仏と書いたような木簡といいます
か､卒塔婆の類だと思うんですけどもそういったも
のが出ているということで､一般に遺体を遺棄する
という遺棄葬ということばで呼んでるんですけど
も､最近研究者の間からですね､こういう供養する
行為が伴っていることからして､遺棄葬ということ
ばは適当ではない｡地表葬ということばで表現して
いらっしゃる方もあるんで､実際その立派なお墓を
作られなかった人々はこういう葬送の在り方が極め
て多かったのではないかというふうに考えておりま
七本塔婆の復元
仙台市教育委員会ql洞ノロ遺跡J) 2005年
す｡
室町期の資料としては実は先ほどの仙台の岩切地区に非常に素晴らしい資料がありまして､み
なさんお詳しい方ですと､この七本塔婆というものが､現在でも行なわれているということを
知ってらっしゃると思うんですが､これが､洞ノロ遺跡では､武士の館の近くから横倒しになっ
た状態で出土しております｡時代的には15世紀になります｡ですから､少なくても室町期の段階
で､このような回忌供養､葬送の行為が行なわれていたということがわかっております｡また､
生木の一部を加工したような棒状の塔婆も出ておりまして､こういったものも現在各地の民俗例
として残っておりますので､現在かろうじて残っている供養に関する民俗例の初期の姿を示すも
のとして極めて貴重な資料だというふうに考えております｡
下ノ内浦遺跡の縄文時代の石組蓋
仙台市教育委員会『仙台市高速鉄道関係発掘調査報告書Ⅳ』
-56-
あと5分しかありませんので､もっと古い時期のお話をさせていただきます｡
そうしますとですね､だいたい歴史好きのかたは中世でこのような状況だったから､平安時代､
それよりもっと古い時代は､もうほとんど人間というのは､その辺に捨てられてたんじゃないか
というふうに考えてる人も多いんですけども､逆にですね､仙台の宮沢に下ノ内浦遺跡というと
ころがあるんですが､立派に石を組んでいる縄文時代の人たちのお墓が多数発見されています｡
だいたい4000年ぐらい前です｡りっばな石組みのお墓で､しかも､この端っこの石が立っており
ます｡立ってる｡ということは､お墓に埋葬した後に､そこに墓標のようにこの石が立ってると
いうことで､その縄文時代の人が亡くなっても､そこにお参りのような行為が十分想定されても
いいのではないかというふうに考えております｡それからこれは同じ下ノ内浦遺跡の弥生時代の
地面から出た土坑墓なんですが､ちょっともうわかりにくいんですが､赤い色の土をまいており
まして呪術的な行為が伴ったことが想定されます｡そして､生前､この弥生人が活躍した時に用
いた道具である石包丁､これは稲の穂を刈る道具です｡それから､木を伐採する石斧｡そういう
その時代を象徴するようなものを埋葬しているということで､おそらく､弥生時代､特に縄文時
代はそれほど階層が発達していない段階なので､こういう墓制がすでにあったということは､か
なり注目してもいいのかなというふうに考えております｡それから古墳時代という時代､もうみ
なさん古墳がいっぱい作られた時代ということで､先ほどの大野田にもこういう50基ぐらいの古
墳があるんですが､先ほど申しましたように中世の段階で､ここにお堂を作って､墳墓堂を作っ
ているわけです｡
この画像は宗禅寺というお寺さんな
のですが､広瀬川のそばの崖の横穴墓
群です｡崖の横に穴を掘って､ひと家
族､または-集団がですね､繰り返し
埋葬されて､入り口を石及び木の板で
覆うという横穴墓という墓制がこの時
期流行いたします｡私は市役所に入り
たてでここの調査をしたんで､一人で
横穴の調査を指揮し､穴の中から見上
げると現代のお墓の棺おけとか人骨が
見えるという大変厳しい環境だった最
仙台市教育委員会
r宗禅寺横穴墓群発掘調査報告書3月.D 1976年
初の思い出の発掘現場です｡
先　まとめとして､中世の葬送のありかたで特徴的なことは､極楽浄土に往生したい､確実に往生
したいということがあって､阿弥陀仏や大日如来そして仏を象徴する卒塔婆などが､集中する霊
場､霊地に納骨する｡参ることによって確実な極楽往生を図るというそういう時代ではなかった
のかというふうに考えております｡
また､現代人にとって非常に､私なんか特に思い出深いのは､縄文時代にきちんと石で組んで､
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屈葬というふうに､膝をかがんだ状態で遺体を入れる､しかも耳飾をつけたままていねいに埋葬
する｡さらに､あとあとまでお参りできるような､石を立てたような､墓標のようなものを組み
込んだお墓を作ってたということは実際に発掘現場で見て感動いたしました｡自然に帰り､やが
て再生してくるというのが縄文人の他界観だとが最近の研究で言われてるわけですが､そういっ
た4-5000年前の人々の思いっていうのもですね､まあ噛み締めてみるのも､現代の葬送を考え
る上で意味深いものではないかというふうに考えております｡ちなみに縄文時代のお墓というの
は､住居のすぐそばに作る場合が多いです｡しかも､かなりのものについては､縄文人の集落っ
ていうのは円形､環状になってるんですけれども､その真ん中の広場に埋葬して､おそらくその
埋葬した上でですね､いろんなセレモニーとか､お祭りとかをする｡そういう死者とともに､一
緒にすごしていくという､そういうことが言われておりますので､そういった縄文人の考え方､
生活の仕方もこれからの葬送を考える上では重要なことではないかというふうに考えておりま
す｡ちょうど時間になりました｡ご清聴ありがとうございました｡
※できるだけ当日の展開を尊重しましたが､文意の通りにくい点は書き直しました｡
